特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年11月28日　488号

里山農園　　タマネギの植え付け(11月23日)サツマイモを栽培していた3号地に畝を5本分で740本のタマネギ苗を植え付けました。11年は1200本、12年は1000本を植え付けでした。6月の収穫では140個の注文が２軒も続くなど、購入連絡が続き保存しなければと多くを吊るしましたが、その見通しが大きく崩れて早期になくなってしましました。値段もそれほど高くすることなく平均6個入りで150組が販売されました。13年は里山農園の耕作面積が5倍に広げられています。大きく有効利用すればまだまだ余裕があります。現在苗の育成に取り組んでいますが、約300本程度は植える余裕があります。今の所、昨年並みの1000本程度になる模様です。タマネギ苗が余っている方の苗提供を大歓迎いたします。御連絡下さい。お待ちしています。
野兎の居眠り　23日のタマネギ植えの準備中に陽だまりをふと見ると野兎の赤ちゃんが昼寝中でした。イノシシ防御の柵をすり抜けてきているのです。ウサギもイノシシと同じように防御柵の下を掘り進んで入ってきたのかもしれません。若芽、新芽を次々と食い荒らすので大きな被害が発生するとお聞きしています。網目の再点検が必要なのではないでしょうか。写真を撮っていただきましたのは中辻さんで、保護色になっているのでしっかり注意して見ないと発見できなかったとの事でした。私はこの写真を見せて頂いて、ウサギとカメの競争のお話を思い出しました。皆様はいかがでしょうか、温かくで気持ちがよかったら居眠りが出るのは人間だけでなくウサギも同じなのですね。こんな素晴らしい里山農園にお越しになりませんか。楽しい出会いに遭遇しますよ。
城陽市文化パルクで山城地域交流会が24日（日）開かれ、約1500人の来館者があったようです。ホールの吹き抜けの円形広場が会場で約30点の模擬店や活動発表のポスターが所狭しと張りだされました。里山の会からは松かさツリーを出展しました。なかなかの人気があり約5時間で60組の参加がありました。場所が狭く6脚のいすが常に子どもと親が真剣にツリーに取り組んでいただきました。播川さんは松傘の秘密や、海の絶壁に生える松の木が根付く秘密をお話し、「着色した小玉は京田辺市の「市の木」のナンキンハゼの実を利用しているのです」と詳しく説明されていました。この話を聞いて、事務局会議ではツリーつくりは老人のボケ予防に役立つのではないだろうかといった話が弾みました。
近畿の子どもの水辺交流　23日(土)　琵琶湖を大型客船ビアンカや滋賀県の学習船｢うみっこ｣に約500人の子どもが乗り込み日ごろ水辺での活動を発表しあって、交流を深めあいました。滋賀県知事の嘉田さんも終日参加され、近畿の子どもたちに琵琶湖の説明をしていただきました。今回は7回目で学生の方々に昨年の大阪大会のあと1年間企画から取り組んでいただきました。学生さんは発表者の地元について理解を深めると同時に、水辺の活動にも参加して、知識経験を積み進行役をこなしてくれました。多種多様な発表をうまくまとめ素晴らしい出来栄えでした。南湖と北湖との比較を透明度測定器やプランクトンを顕微鏡で学習しました。甲板上では気持ち良い風に吹かれて景色を眺め、琵琶湖の大きさや広さを実感しました。来年は京都府が会場地となります。
炭焼き窯屋根の後半部分の建設　12月5日(木)午前10時から基礎部分の打ち込みを開始します。打ち込んだ基礎に柱部分を取り付け、屋根の合掌を組上げます。そして屋根下地などの取り付けは土曜日に予定しています。翌日曜日には屋根ふきをやりあげて完成となります。最終作業は柱部分の基礎固めと敷地全域の整地および入口の門扉、雨どいの取付けです。
12月は部会サークルの会議　　今年の活動方針に部会サークル活動の充実を掲げています。各部サークルではそれぞれ活発に活動を展開していただいてきましたが、このあたりで今年を振り返り新年度に向けた概略の検討を始める時期だと思います。多忙な年末の時期ですが御検討をお願いします。
会費の納入をぜひ今年中にお願いします。11月27日現在の未納入者は45名となっています。本会は唯一安定した収入は会費です。約20％の皆様の納入が滞りますと単純に考えると20％の落ち込みとなり1月2月3月で後半部分の事業予算の削減を検討しなくてはならなくなります。ＮＰＯ法人は年度決算で赤字の場合は、自動的に解散となります。ぜひとも皆様方のご協力をお願いいたします。これまで会誌の送付は定款に従って各会員様には送付させていただいてきました。会費2000円のうち1000円分程度が会誌送付費用として執行させていただきました。どうか御理解いただきまして、大至急ご納入いただきますようお願いしたします。
京都府環境フェスタ　12月14・15日　開催場所：京都府総合見本市　（パルスプラザ）　里山の会：模擬店と山城大水害60周年にあたり3連続講演会や里山農園、オオムラサキ調査観察等イベントの展示物で参加します。特に今年はメーンステージでの発表があたり「里山保全と里山農園」と題して中辻さんが活動発表を行います。15日(日)の12時から約1時間の予定です。ぜひともお越しください。




今年はミカンの大豊作


みかん農家へのボランティア大募集





12月1日(日)  集合:ＪＲ多賀駅9時30分





昨年は9人のご参加で約4時間の作業で、1.5ｔを収穫しました。今年はすごい豊作となりました。ご協力をお願いしたします。里山の会のイベントでは田植え作業とミカン収穫ボランティアが最も楽しい取り組みです。御友人やお友達、お近くの知人の方々にぜひともご案内をお願い申し上げます。30人は必要です。











